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新 技 術 

の 成 果 

な   ど 

技 術 の 名 称 皮膚細胞から人工肝細胞（iHep細胞）を作製する方法

ジ ャ ン ル 

□ ナノテク・材料  ■ 医療・バイオ 

□ 情報関連・ＩＴ   □ 環境関連 

□ 製造技術     □ その他 

概    要 

 

肝細胞は細胞移植医療や人工肝臓、薬

剤試験など多くの面で利用価値の高

い細胞ですが、生体組織から直接採取

できる細胞の数には限界があり、また

肝細胞は生体外で増殖させることが

困難なために、肝細胞を用いた医療応

用へのステップは実験段階を脱する

ことができておりません。こうした問

題から、我々は、肝細胞以外の細胞か

ら肝細胞を新たに生み出すといった

画期的な技術開発が必要と考え、今

回、マウスの皮膚細胞から人工肝細胞

（iHep細胞）の作製に成功しました。
 
上図. マウス皮膚細胞から作製した

iHep 細胞。 下図. iHep 細胞による

被損傷肝臓組織の再生。 

マッチングを想定する

業界/用途利用分野 

医療、創薬、検査などに関連する業界、分野 

 

産業界へのアピー

ルポイント/新規産

業形成の可能性 

ヒトのiHep細胞が作製されれば、肝疾患に対する医療展開や創薬研究での

利用が期待されます。 

従来技術に対する 

新規性･優位性 

ES 細胞や iPS 細胞から肝細胞を分化誘導する場合に比べ、時間やコストの

削減が見込まれ、より安定的な供給が可能になります。 

実用化に向けた課題 ヒトへの応用、医療分野での利用を念頭においたiHep細胞作製法の改良 

関 連 論 文 

・ 

特   許 

件  数 論文1件、特許2件 
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